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敬
老
該
当
者
（
平
成
19
年
３
月

31
日
時
点
で
75
歳
以
上
の
人
）

を
招
い
て
、
９
月
16
日
に
大

任
町
敬
老
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
２
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
大
任
町
敬

老
会
。
会
場
と
な
っ
た
大
任
中
学
校
の
体

育
館
に
は
、
数
多
く
お
年
寄
り
が
訪
れ
、

お
祝
い
金
や
記
念
品
、
表
彰
状
な
ど
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
敬
老
該
当
者
は
、
男
性
が
２

７
９
人
、
女
性
が
６
０
４
人
、
合
わ
せ
て

８
８
３
人
で
す
。
そ
の
う
ち
１
０
０
歳
以

上
を
迎
え
る
お
年
寄
り
は
５
人
に
な
り
ま

す
。

　

式
典
で
は
、「
米
寿
」
を
代
表
し
て
村
上

ス
ミ
ヱ
さ
ん
（
西
白
土
）
が
、「
と
も
に
80

歳
以
上
の
夫
婦
健
在
者
」
を
代
表
し
て
清

藤
泰
孝
さ
ん
と
清
藤
ミ
ツ
エ
さ
ん
（
西
白

土
）
が
そ
れ
ぞ
れ
永
原
町
長
か
ら
表
彰
状

会場に訪れたお年寄りは、
多彩な余興に拍手喝采(かっ
さい )。笑顔がこぼれます

華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
で
「
天
河
」
と
「
並
の
鼓
」

を
披
露
し
た
蛇
面
太
鼓
（
右
）　

息
を
合
わ
せ
て

「
こ
れ
か
ら
音
頭
」を
踊
っ
た
健
康
体
操
舞
姫（
左
）

９月 16 日、敬老該当者を迎え
大任町敬老会が盛大に開催されました。

明治、大正、昭和、そして平成。
年齢とともに刻んだシワ。
そのひとつひとつに歴史があります。
大任町の 75 歳以上の高齢者は 883 人。
健康長寿は町の誇りです。

大任町敬老会

　51-52-53-54-55-56-57-58-59-60-61-62-63-64-65-66-67-68-69-70-71-72-73-74-75-76-77-78-79-80-81-82-83-84-85-86-87-88-89-90-91-92-93-94-95-96-97-98-99-100

健康と
長寿を祝ういついつまでも

笑顔で長生き
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　代表的な長寿のお祝いをあげてみまし
た。あなたはいくつ知っていましたか？

古
こ

希
き

＝ 70 歳
　杜甫の曲江詩「人生七十古来稀（じん
せいしちじゅうこらいまれなり）」という
詩に由来して、70歳のお祝いを古希（古稀）
といいます

喜
き

寿
じ ゅ

＝ 77 歳
　「喜」という字の草書体「歖」が「七十七」
に見えるため、77 歳のお祝いを喜寿とい
います

傘
さ ん

寿
じ ゅ

＝ 80 歳
　「傘」という字の略字「仐」を分解する
と「八十」と読めるため、80 歳のお祝い
を傘寿といいます

米
べ い

寿
じ ゅ

＝ 88 歳
　「米」という字を分解すると「八十八」
になるため、88 歳のお祝いを米寿といい
ます

卒
そ つ

寿
じ ゅ

＝ 90 歳
　「卒」という字の略字「卆」が「九十」
と読めるため、90 歳のお祝いを米寿とい
います

白
は く

寿
じ ゅ

＝ 99 歳
　「百」から一を引くと「白」になるため、
99 歳のお祝いを白寿といいます

茶
ち ゃ

寿
じ ゅ

＝ 108 歳
　「茶」という字を分解すると「十、十、八、
十、八」となり、10 ＋ 10 ＋ 88 ＝ 108
歳となるため、108 歳のお祝いを茶寿と
いいます

皇
こ う

寿
じ ゅ

＝ 111 歳
　「皇」という字を分解すると「白、一、十、
一」となり、白（99）＋１＋ 10 ＋１＝
111 歳となるため、111 歳のお祝いを皇
寿といいます。
　また、111 を横書きにすると「川」と
も読めるため、111 歳のお祝いを川

せん

寿
じゅ

と
もいいます。

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
余
興
の
時
間
。
最
初
に
登
場

し
た
蛇
面
太
鼓
の
み
な
さ
ん
は
、
力
強
い

太
鼓
の
音
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
次

に
踊
り
愛
好
会
の
み
な
さ
ん
が
華
麗
な
舞

を
演
じ
、
長
寿
の
祝
い
に
花
を
添
え
ま
し

た
。
最
後
は
健
康
体
操
舞
姫
の
み
な
さ
ん

が
音
楽
に
合
わ
せ
て
「
こ
れ
か
ら
音
頭
」

を
披
露
し
て
余
興
は
終
幕
。
数
々
の
多
彩

な
余
興
に
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
笑
顔

あ
ふ
れ
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

健
康
長
寿
の
お
年
寄
り
は
町
の
誇
り
で

も
あ
り
ま
す
。
元
気
で
長
生
き
を
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
笑
い
ジ
ワ
を
刻

ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

踊り愛好会のみなさんは華麗な舞
でお年寄りの長寿を祝いました

米寿を代表して表彰された村上スミヱさ
ん（上）と、80 歳以上夫婦の表彰をう
けた清藤泰孝さん・ミツエさん夫婦（下）

1-2-3-4-5-6-7-8-9-10-11-12-13-14-15-16-17-18-19-20-21-22-23-24-25-26-27-28-29-30-31-32-33-34-35-36-37-38-39-40-41-42-43-44-45-46-47-48-49-50　

長寿のお祝い
アレコレ

column
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まちの話題

働くことの大切さを学ぶ
大任中の３年生が職場体験

▼ 接客業であいさつの大切さを学びました

　８月 23 日、大任中学校の３年生が夏休みの出校日を利用
して職場体験を実施しました。生徒たちはいくつかのグルー
プに分かれ、町内を中心に郵便局や保育園、スーパーなど
仕事に従事。働くということを体験しました。
　郵便局の窓口で切手やハガキの販売などの接客業務を体
験した草

くさ

刈
かり

美
み

優
ゆ

さんは、「お客さんからありがとうと言われ
るのがうれしい。働く上であいさつが大事だと思いました」
と感想を話してくれました。

全員野球で快進撃
県大会で「大任無限」がベスト８

　８月 25 日から 27 日までの３日間、福岡市の雁ノ巣少年
野球場を始めとした７会場で、小学４年生以下の野球大会が
行われました。大会には県内各地区の代表 48 チームが参加。
トーナメント方式で優勝の栄冠を争いました。
　田川地区代表は予選を勝ち抜いた３チームが参加。大任町
から「大任無限」が出場しました。大任無限は劇的な逆転勝
ちやサヨナラ勝ちを経験しながら快進撃を続け、ついに準々
決勝の舞台へ。対戦相手は昨年度の優勝チーム。強豪相手に
奮闘したものの惜しくも敗退し、選手たちは悔し涙を流しま
した（相手チームは今大会でも優勝）。
　選手を率いた内村幸男コーチは「一戦一戦強くたくましく
成長していくのがわかりました」と大会を振り返りました。

▲ ２年生から４年生までの 13 人が、全員野球でベスト８入り

AED で救える命があります
田川市で救急の日のつどい

　９月７日、田川市で「07' 救急のつどい」が開催されまし
た。会場となった田川市青少年文化ホールには、田川市郡
から住民や医療関係者など約 400 人が参加。救急救命につ
いての講習を受けました。
　講習では、AED（自動体外式除細動器）を使った救急蘇

そ

生
せい

法を田川病院の吉村恭幸院長がパネルを使って分かりや
すく説明。その後、人工呼吸や心臓マッサージなどの救急
蘇生法や、AED の使用方法などを実際に体験しました。
　AED は一般の人でも簡単に使え、救命効果が高いため近
年設置が進められています。大任町でも役場やレインボー
ホール、小中学校などに設置しています。

▼ AED は器械が自動で指示を出すため、誰でも簡単に使えます

力いっぱいハッケヨイ
十輪院で鎮火地蔵尊大祭

▲ 白熱した取り組みに、観客もハラハラドキドキ

　８月 24 日、十輪院で毎年恒例の鎮火地蔵尊大祭が行われ
ました。祭りの幕開けは夕方に行われる子ども相撲の奉納
から。幼児から小学生までの小さな力士たち約 20 人が、お
かくずを敷き詰めて作られた土俵上で熱い戦いを繰り広げ
ました。見守っていた保護者や観客は、子どもたちの真剣
な取り組みに大きな声援を送っていました。
　相撲が終わるといったん解散し、夜に再び境内に集まり
盆踊りの開始です。最初は「田川ひょっとこ会」がユニー
クな日向ひょっとこ踊りで会場を盛り上げると、徐々に周
りの人たちも参加し始め、地域の祭りを楽しんでいました。
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友達と遊び学んだ４カ月
少年野外スクールが閉校

▼ 野外スクールの楽しい思い出がよみがえってきます

　９月１日・２日、自然の森キャンプ場で本年度最後の少
年野外スクールが行われました。
　今回は今まで学んだことの集大成として、指導員の力を
借りずにカレー作りに挑戦。そして夕食時には保護者を招
き、手作りカレーを一緒に食べました。
　夜は待ちに待ったキャンプファイアー。火を囲んでさま
ざまなゲームを楽しみました。最後は１人ずつ順番にたい
まつを回しながら野外スクールの感想を発表。それぞれ楽
しかった思い出を語りました。
　２日目の最後はいよいよ閉校式。修了証を受け取った児
童たちは、開校式のときより心なしか大人びて見えました。

盤上での真剣な駆け引き
大任町公民館で納涼囲碁大会

▲ 優勝の栄冠を手にしたのは前田元秀さん（右）

　９月２日、大任町公民館で納涼囲碁大会が開催されまし
た。大会には町内の囲碁愛好者 17 人が参加。厳しい残暑を
吹き飛ばすかのように、盤上でしのぎを削り合いました。
　対局は実力を考慮して３つのパートに分かれてリーグ戦
が行われ、それぞれのパートの 1 位同士でトーナメントを
行いました。
　白熱した戦いを制し優勝したのは前田元秀さん（皿山）。
準優勝は建部繁正さん（皿山）、３位は溝口忠弘さん（上元松）
でした。

いつまでもお元気で
園児が老人とふれあい交流

　９月５日、敬老の日を前に、どんぐり保育園の年長組の
園児たち 10 人が JA デイサービスセンターを訪れ、通所者
と交流を深めました。
　最初に園児たちはステージ上で、歌や踊りを披露。その後、
通所者たちと一緒にゲームをしてふれあいました。最後に
園児たちは通所者一人ひとりに手作りのしおりをプレゼン
ト。通所者たちは「ありがとう」と笑顔で受けとりました。
　最後は園児が全員で「いつまでもお元気でいてください」
と言うと、通所者の皆さんも「また来てください」と笑顔
で答えていました。

▼ 園児たちとの楽しいふれあいに笑顔がこぼれます 戦争の悲惨さを後世に
慰霊塔を前に誓いを新たに

　９月１日、戦没者慰霊塔前で平成 19 年度大任町戦没者合
同慰霊祭がしめやかに挙行され、遺族や来賓など約 50 人が
参列しました。
　式典では、岩口冨男遺族会会長が「戦後、めざましい発
展を遂げた日本。これも祖国のために尊い命をささげられ
た方たちのおかげです。戦争の悲惨さを風化させることの
ないよう、21 世紀を生きる子どもたちに語りついでいかな
ければなりません」とあいさつ。戦没者の冥福を祈るとと
もに、戦争の悲惨さを後世に語り継ぐことを誓いました。
　式典の最後には、参列者一人ひとりが慰霊塔前に用意さ
れた献花台に菊の花をささげ、戦没者の冥福を祈りました。

▲ 戦争の悲惨さを改めて再認識し、戦没者の冥福を祈りました

まちの話題
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〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000

　

田
川
地
区
振
興
促
進
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
「
ふ
る
さ
と
探
訪
バ
ス

ツ
ア
ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
山
鹿
八
千
代
座
な
ど
を

見
学
す
る
、
山
鹿
・
阿
蘇
方
面
へ
の

日
帰
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

■
と
き　

11
月
22
日
㈭

■
集
合
時
間
・
場
所　

８
時
30
分
ま

で
に
役
場
駐
車
場
に
集
合

■
対
象
者

　

町
内
在
住
者
で
20
歳
以
上
の
人

■
参
加
費　

２
千
円
（
昼
食
付
き
）

■
申
し
込
み
方
法

　

10
月
５
日
㈮
か
ら
10
月
22
日
㈪
ま

で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
役
場
企

　

町
内
を
無
料
で
巡
回
し
て
い
る
福

祉
バ
ス
「
レ
イ
ン
ボ
ー
号
」
が
10
月

１
日
か
ら
増
便
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
午
前
中
に
１
便
、
午

後
に
１
便
で
し
た
が
、
10
月
か
ら
は

午
前
中
に
２
便
、
午
後
に
２
便
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
い
時
刻
表
に
つ
い
て
は
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
63
ー
４
８
３
２

　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

 

町
を
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
に

　

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
す　

花いっぱい■
菜
の
花
で
ま
ち
づ
く
り

　

休
耕
地
や
水
稲
を
収
穫
し
た
後

の
田
ん
ぼ
な
ど
に
、
大
任
町
の
花

で
あ
る
「
菜
の
花
」
の
種
を
ま
い

て
町
を
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ

う
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
菜
の
花
に
よ
っ
て
美
し

い
良
好
な
自
然
環
境
を
作
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育

の
場
や
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
む
た
め
「
大
任
町 

花

と
緑
の
会
」
の
協
力
に
よ
り
、
菜

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
広
げ
た

よ
う
な
菜
の
花
は
と
て
も
美
し
く
、

た
く
さ
ん
の
人
の
心
を
和
ま
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

■
菜
の
花
の
効
果

① 

景
観
の
ア
ピ
ー
ル
効
果
を
図
り

ま
す

② 

水
稲
を
作
付
け
す
る
農
地
で
は
、

菜
の
花
を
緑
肥
と
し
て
活
用
で

き
ま
す

③ 

水
稲
を
作
付
け
し
な
い
農
地
で

は
、
菜
種
を
採
取
し
「
菜
種
油
」

を
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

④ 
菜
の
花
の
油
を
絞
っ
た
後
の
油

か
す
は
、
農
作
物
の
肥
料
と
し

て
活
用
で
き
ま
す

⑤ 

菜
の
花
は
、
地
中
の
窒
素
や
リ

ン
を
よ
く
吸
収
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
た
め
、
多
く
な
り
過
ぎ

た
窒
素
や
リ
ン
が
流
れ
出
た
り
、

地
下
水
に
溶
け
込
ん
だ
り
す
る

こ
と
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き

ま
す

■
種
ま
き
の
時
期

　

種
ま
き
は
稲
の
刈
り
取
り
後
の

10
月
下
旬
ご
ろ
、
田
ん
ぼ
を
耕
し

た
後
に
行
い
ま
す
。
開
花
は
翌
年

２
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
３
月
に

満
開
に
な
り
ま
す
。

■
菜
の
花
の
種
を
無
料
で
配
布

　

菜
の
花
の
種
は
、
希
望
者
に
無

料
で
配
布
し
ま
す
。
農
家
以
外
の

人
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
提
供
で
き
る
種
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
10
月
22
日
㈪

ま
で
に
役
場
の
改
革
推
進
対
策
課

（
庁
舎
１
階
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
任
町
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

内
線
１
０
６
・
１
３
６

画
財
政
課
の
窓
口
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※ 
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
下
さ
い

■
定
員　

80
人

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

内
線
２
１
５

　

添
田
大
任
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
、
無
事
故
無
違
反
の
年
数
が
５
年

以
上
、
７
年
以
上
、
９
年
以
上
の
人

を
対
象
に
優
良
運
転
者
表
彰
の
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

表
彰
を
希
望
す
る
人
は
、
交
通
安

全
協
会
（
添
田
警
察
署
内
）
に
置
い

て
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
に
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
を
提
出
し
た
人
全
員
が
表

彰
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
提
出
期
限　

10
月
27
日
㈯

■
提
出
先　

添
田
大
任
地
区
交
通
安

全
協
会
（
添
田
警
察
署
内
）

■
表
彰
日

　

11
月
下
旬
ご
ろ
の
日
曜
日
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ　

☎
82
ー
０
１
１
０

　

添
田
大
任
地
区
交
通
安
全
協
会

　

10
月
１
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

内
線
２
１
５

▲ 昨年度のバスツアー

バ
ス
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

レ
イ
ン
ボ
ー
号
が

増
便
し
ま
す

優
良
者
運
転
表
彰
の

候
補
者
を
募
集

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を
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　８月 26 日、春武館の拳士たちが、田川市総合
体育館で行われた「第 19 回西日本空手道選手権
大会」に出場し、多数入賞しました。結果は以下
のとおりです。（敬称略）

【形・個人】優勝 森下 咲弥（小６女子の部）２位 
永末 聖矢（中１男子の部）３位 浦野 良麻（小３
男子の部）堀尾 拓希（小５男子の部）

【組手・個人】優勝 浦野 良麻（小３男子の部）堀
尾 拓希（小５男子の部）２位 森下 咲弥（小６女
子の部）永末 聖矢（中１男子の部）３位 堀尾 侑
希（小２男子の部）堀尾 幸希（中１男子の部）丹
村 幸司（中１男子の部）原 阿寿可（中学女子の部）
山口 優花（中学女子の部）

【形・団体】優勝 （中学生の部）原 阿寿可　永末 
聖矢　丹村 幸司　３位 （小学生の部）森 晃一　
森下 咲弥　堀尾 拓希

【組手・団体】優勝 （中学生の部）原 阿寿可　永
末 聖矢　丹村 幸司　堀尾 幸希

春武館の拳士たちが
メダルラッシュ

　藤元スヱ子さん（小林）の家の畑に
珍しい形のなすびができました。５,６
本のなすびがくっついて、野球のグ
ローブみたいになったなすびです。
　藤元さんは「毎年作っていますが、
こんな珍しい形のなすびは初めてで
す」とびっくりしていました。

グローブ型のなすびができました

　

県
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
沖

縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身
の
戦
没
者

お
よ
び
、
一
般
戦
災
死
没
者
の
方
々

に
対
し
追
悼
式
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き　

平
成
20
年
１
月
24
日
㈭
～

25
日
㈮
（
一
泊
二
日
）

■
と
こ
ろ　

沖
縄
県
摩
文
仁
ヶ
丘
「
福

　

県
で
は
、
県
産
材
を
活
用
し
、
環

境
に
や
さ
し
く
耐
久
性
に
も
優
れ
た

優
良
な
木
造
住
宅
の
普
及
推
進
を
図

る
た
め
、
木
造
住
宅
を
新
築
ま
た
は

購
入
す
る
人
に
対
し
て
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

今
後
福
岡
県
内
で
一
定

の
建
設
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
を
新

築
・
購
入
す
る
人

■
助
成
最
高
限
度
額　

47
万
円

■
手
続
き
方
法

　

住
宅
着
工
前
に
添
付
図
書
を
添
え

て
、
福
岡
県
住
宅
課
に
認
定
申
請
書

■
募
集
種
目

　

男
子
二
士
（
追
加
募
集
）

■
対
象
年
齢　

18
歳
～
26
歳

■
試
験
期
日

　

10
月
20
日
㈯
（
２
次
募
集
試
験
）

　

11
月
17
日
㈯
（
３
次
募
集
試
験
）

　

12
月
15
日
㈯
（
４
次
募
集
試
験
）

　

１
月
19
日
㈯
（
５
次
募
集
試
験
）

■
試
験
会
場

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
受
付
期
限　

各
試
験
日
の
２
日
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚

地
域
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
４
８
４
７

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
建
築
都
市
部
住
宅
課　

民

間
住
宅
係

　

☎
０
９
２
ー
６
４
３
ー
３
７
３
１

　

㏋http://w
w

w
.jutaku.pref.

fukuoka.jp

岡
の
慰
霊
の
塔
」
前
（
糸
満
市
）

■
募
集
人
数　

30
人

■
参
加
資
格　

①
先
の
大
戦
に
お
け

る
沖
縄
地
域
で
の
本
県
出
身
の
戦
没

者
、
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
配

偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
で
本

県
在
住
者 

②
過
去
に
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
人 

③
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら

れ
る
体
力
を
有
し
、
団
体
行
動
が
と

れ
る
人

■
参
加
費　

県
が
一
部
補
助
し
ま
す

■
申
込
期
限　

11
月
５
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
保
健
福
祉
部 

援
護
課

　

☎
０
９
２
ー
６
４
３
ー
３
３
０
１

■
と
き
・
定
員

【
講
義
】

　

10
月
16
日
㈫　

13
時
30
分
～
16
時

　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

【
実
技
】

　

①
10
月
23
日
㈫  

14
時
～
15
時
30
分

　

②
10
月
30
日
㈫  

14
時
～
15
時
30
分

　

５
人
程
度
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
と
こ
ろ　

田
川
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
（
旧
・
田
川
保
健
所
）

■
参
加
資
格

　

実
技
の
場
合
は
講
義
と
実
技
の
①

②
の
す
べ
て
を
受
講
で
き
る
人
で
、

生
後
６
カ
月
未
満
の
子
犬
の
飼
い
主

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
９
３
０
９

　

田
川
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
…
…
。

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人

は
、
検
察
審
査
会
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
０
１
６
３

　

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
（
福
岡

地
方
裁
判
所
田
川
支
部
内
）

▲ たくさんの賞状とメダルを獲得しました

快
適
な
住
ま
い
づ
く
り

を
助
成
し
ま
す

沖
縄
地
域
戦
没
者
追
悼

式
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
の
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

子
犬
の
し
つ
け
方
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

検
察
審
査
会
にご

相
談
を
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大
任
町
の
秋
の
名
物
イ
ベ
ン
ト

と
言
え
ば
…
…
。
そ
う
、
今
年
で

21
回
目
を
迎
え
る
「
し
じ
み
祭
り
」

で
す
。

　

今
回
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
総
合
司
会
に
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
お
な
じ
み
の
人
気
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
、
立
山
律
子
さ
ん
を
お
迎
え

し
ま
す
。

　

ま
た
、当
日
は
し
じ
み
の
大
ち
ゃ

ん
も
現
れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
の
し
じ
み
祭
り
に
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

10
月
28
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

■
と
こ
ろ　

水
辺
公
園
（
六
本
松

彦
山
川
河
川
敷
）

■
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

◆
ラ
ム
ネ
早
飲
み
大
会

　

対
象
は
小
学
生
以
上
（
大
人
も

可
）。
定
員
60
人
。
豪
華
賞
品
あ
り
。

◆
大
声
選
手
権
大
会

　

年
齢
制
限
な
し
。
定
員
30
人
。

豪
華
賞
品
と
参
加
賞
あ
り
。

◆
早
起
き
お
楽
し
み
抽
選
会

　

小
学
生
以
下
で
先
着
１
０
０
人

ま
で
に
抽
選
券
を
配
布
。
豪
華
景

品
あ
り
（
抽
選
が
外
れ
た
子
ど
も

に
も
参
加
賞
あ
り
）

◆
筋
肉
番
付

　

年
齢
制
限
な
し
。
定
員
20
人
。

種
目
は
腕
立
て
、腹
筋
、懸
垂
な
ど
。

優
勝
者
・
準
優
勝
者
に
は
、
賞
金

あ
り
。

※ 

会
場
の
関
係
上
、
今
回
か
ら
綱

引
き
大
会
は
な
く
な
り
ま
し
た

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
出
店
や
体
験

ブ
ー
ス
な
ど
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。
無
料

の
し
じ
み
汁

も
振
る
舞
わ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
任
町
商
工
会

　

☎
63
ー
２
２
４
１

　

従
業
員
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
い
な

い
事
業
主
は
、
所
轄
の
労
働
基
準
監

督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
で
す
ぐ
に
加
入
の
手
続
き

　

次
の
と
お
り
法
務
総
合
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
２
日
㈫  

10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

直
方
市
中
央
公
民
館 

1

階
会
議
室
（
直
方
市
津
田
町
７
ー
20
）

■
相
談
対
象　

人
権
に
関
す
る
問
題

全
般
、
同
和
問
題
、
金
銭
貸
借
・
売

買
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
、
扶
養
・
相
続
・

離
婚
な
ど
家
庭
内
の
心
配
事
、
借
地

借
家
・
登
記
・
そ
の
他
近
隣
関
係
、

一
般
の
法
律
問
題
な
ど

■
相
談
担
当
者　

弁
護
士
、
公
証
人
、

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
法
務
局
直
方
支
局

　

☎
０
９
４
９
ー
25
ー
２
２
４
１

　

解
雇
や
賃
金
の
未
払
い
、
セ
ク
ハ

ラ(

性
的
嫌
が
ら
せ)

や
い
じ
め
な

ど
、
職
場
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
、
専
門
相
談
員
が
早
期

解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

■
と
き　

10
月
29
日
㈪  

13
時
～
19
時

■
と
こ
ろ

　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル 

２
階

■
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち

ら
も
可

※ 

飯
塚
市
（
10
月
17
日
㈬
）、
直
方

市（
11
月
９
日
㈮
）で
も
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
１
４
９

　

10
月
15
日
㈪
か
ら
10
月
21
日
㈰
は

秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

田
川
地
区
で
は
、
一
日
合
同
行
政

相
談
所
（
く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も

相
談
）
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

10
月
28
日
㈰
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た

に
出
か
け
よ
う

▲ しじみ祭り当日は、年に
一度のしじみ採りの解禁日

　

法
テ
ラ
ス
福
岡
事
務
局
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

10
月
26
日
㈮  

13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場 

視
聴
覚
室

■
申
込
方
法

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

法
テ
ラ
ス
福
岡
事
務
局

　

☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
５
０
２

■
と
き　

10
月
22
日
㈪  

10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所　

１
階
大

会
議
室
（
田
川
市
中
央
町
１
ー
１
）

■
主
な
相
談
内
容

　

▼
戸
籍
・
登
記
・
人
権 

▼
年
金
・

健
康
保
険 

▼
生
活
安
全 

▼
交
通
事
故 

▼
消
費
生
活 

▼
法
律 

▼
行
政
、
な
ど

■
参
加
機
関　

法
務
局
、
社
会
保
険

事
務
所
、
警
察
署
、
弁
護
士
会
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

　

☎
０
９
２
ー
４
３
１
ー
７
０
８
１

「
し
じ
み
祭
り
」

大
任
町
で
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で

も
相
談
を
開
催

法
務
総
合
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

働
く
人
の
何
で
も
労
働

相
談
会
を
開
催

10
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
で
す
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　８月 21 日、大任町公民館で大任町の
小中学校の教職員を対象とした研修会
を行いました。
　講師を務めたのは松田幸さん。松田さ
んは教職員として 38 年間在職していた
教育現場のスペシャリスト。現在は大

教育現場の在り方を学ぶ　教職員を対象に研修会を実施

任町教育委員会委員長を務めています。
　研修会で松田さんは、ゆとり教育や
教育基本法に触れながら、教育環境の
問題点や日本の教育現場の抱える諸問
題などについて、時にはユーモアを織
り交ぜながら講演を行いました。

浄化槽を設置してキレイな川に
　10 月１日は浄化槽の日です。町では、生活排水から
自然を守り、河川の水をきれいにするため、台所や風呂、
洗濯などに使った水をトイレの汚水と一緒に処理する合
併処理浄化槽の設置を勧めています。
　設置費用の補助を希望する人は、基数に制限がありま
すので、事前に住民課衛生係まで連絡してください。

■問い合わせ　住民課衛生係　内線１１３

浄化槽の大きさ 補助金限度額

５人槽 　　 33�,000 円

７人槽 　　 �1�,000 円

10 人槽 　　 5�8,000 円

合併浄化槽補助金の限度額（平成 19 年度）

※ 浄化槽の大きさは、建物の面積などで決まります

浄化槽の
じょうかんくん

人事異動のお知らせ
　町では効率的な事務事業の執行を図るため、職員の人
事異動を行いました。異動者は次のとおりです。（敬称略）
■異動　（  ）内は異動前

【８月 21 日付】
▶教育課 社会教育係　楠 幸樹（総務課 消防防災係）

【９月 10 日付】
▶ 住民課 課長補佐 兼 福祉係長 兼 同和対策係長 兼 今任

町民会館館長　川添 吉喜（住民課 課長補佐 兼 福祉係
長）

▶総務課 庶務第２係長　奥永 義秀（事業課 産業経済係長）
▶事業課 産業経済係長　黒木 彰（  住民課同和対策係長　

兼 今任町民会館館長）

　

福
岡
県
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
田

川
高
等
技
術
専
門
校 

技
能
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。

■
と
き

　

11
月
３
日
㈯　

９
時
30
分
～
15
時

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
田
川
技
術
専

門
校
（
田
川
市
糒
柿
ヶ
裏
２
０
５
９
）

■
内
容　

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
体

験
教
室
、
作
品
即
売
会
、
実
演
会
、

軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

☎
44
ー
１
６
７
６

　

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　大任町には添田線と未完に終わった油須原線という２
つの鉄道がありました。いずれも、廃線から長い年月が
経過し、鉄道があった記憶も薄れつつあります。
　今回の企画展では写真や資料の展示を通して、大任町
の発展に大きな役割を果たした鉄道にスポットをあてま
す。
■とき　10 月 13 日㈯～ 12 月２日㈰　※月曜日休館
　　　　９時～ 17 時
■ところ　ふるさと館おおとう企画展示室
■入場料　無料
問　ふるさと館おおとう　☎ 41-2055

「わが町の鉄道展」を開催します
i n  ふるさと館おおとう

▲ 昭和 30 年代の今任駅

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

適
用
室

　

☎
０
９
２
ー
４
３
４
ー
９
８
３
３

　

☎
０
９
２
ー
４
３
４
ー
９
８
３
５

　

㏋http://w
w

w
.fukuoka.plb.

go.jp/田
川
高
等
技
術
専
門
校

で
技
能
祭
を
開
催
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あいさつすることで社会の一員としての自覚が芽生える

高
血
圧
っ
て
な
に
？

　

血
圧
と
は
心
臓
が
伸
縮
し
て
、
全
身
に
血

液
を
送
り
出
す
と
き
に
血
管
の
内
壁
に
か
か

る
圧
力
の
こ
と
で
す
。
ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
て

い
る
心
臓
が
縮
ん
だ
と
き
の
値
を
収
縮
期
血

圧
（
上
の
血
圧
）、
心
臓
が
ゆ
る
ん
だ
と
き
の

値
を
拡
張
期
血
圧
（
下
の
血
圧
）
と
い
い
ま
す
。

こ
の
圧
力
が
正
常
範
囲
を
超
え
て
高
く
維
持

さ
れ
て
い
る
状
態
を
「
高
血
圧
」
と
い
い
ま
す
。

　

高
血
圧
に
は
、
遺
伝
や
生
活
習
慣
な
ど
が

関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
本
態
性
高
血

圧
」
と
腎
臓
や
副
腎
な
ど
の
疾
患
が
原
因
で

起
こ
る
「
二
次
性
高
血
圧
」
が
あ
り
ま
す
。

本
態
性
高
血
圧
の
90
％
は
原
因
が
は
っ
き
り

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
二
次
性
高
血
圧
は

そ
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
を
治
療
す
れ
ば
改

善
で
き
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

本
当
に
怖
い
の
は
合
併
症

　

高
血
圧
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
は
、
高
血
圧
が

原
因
と
な
っ
て
他
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
「
合

併
症
」
に
あ
り
ま
す
。
合
併
症
が
現
れ
る
ま
で

に
は
数
年
か
ら
十
数
年
か
か
り
、
こ
の
間
は
自

覚
症
状
が
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
場

合
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
高
血
圧
に
よ

り
血
管
の
壁
に
絶
え
ず
大
き
な
圧
力
が
か
か
っ

て
い
る
状
態
が
長
く
続
く
と
、
血
管
が
そ
れ
に

耐
え
よ
う
と
し
て
動
脈
硬
化
の
進
行
が
早
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脳
卒
中
（
脳
出

血
、
脳
梗
塞
）
や
虚
血
性
心
臓
病
（
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
）、
腎
硬
化
症
（
腎
不
全
や
尿
毒
症

に
移
行
す
る
病
気
）
な
ど
を
引
き
起
こ
す
確

率
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
高
血
圧
に
よ
っ
て

心
臓
が
肥
大
す
る
と
、
全
身
に
血
液
を
送
り

出
す
ポ
ン
プ
の
作
用
が
次
第
に
弱
く
な
り
、
心

不
全
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

高
血
圧
の
予
防
方
法

　

日
本
高
血
圧
学
会
の
基
準
で
は
１
３
０
／

85
㎜
Hg
以
下
が
正
常
血
圧
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
基
準
よ
り
高
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ

に
薬
を
服
用
し
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早
く
か
ら
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
合
併
症
な
ど
の
発

生
率
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
血
圧
の
予
防
に
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
５
つ
の

項
目
に
気
を
つ
け
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
だ

け
で
も
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

①
塩
分
を
控
え
め
（
１
日
に
10
ｇ
以
下
）
に

す
る
。
②
血
圧
を
下
げ
る
作
用
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
（
牛
乳
、
小
魚
）
や
ナ

ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
を
促
す
カ
リ
ウ
ム
（
り
ん

ご
、
枝
豆
、
バ
ナ
ナ
な
ど
）
を
積
極
的
に
摂

る
。
③
太
り
す
ぎ
に
注
意
し
、
適
度
な
運
動

で
体
を
動
か
す
。
④
充
分
な
睡
眠
と
休
養
で

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
す
る
。
⑤
喫

煙
、
飲
酒
は
控
え
め
に
す
る
。

　

高
血
圧
は
、
あ
る
日
突
然
訪
れ
る
サ
イ
レ

ン
ト
・
キ
ラ
ー
（
沈
黙
の
殺
人
者
）
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
、
生
活
習
慣
を
見

直
し
「
健
康
管
理
」
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課 

国
保
係

　

内
線
１
２
３

高血圧は合併症を引き起こすいきいき
国保

Vol. 4

子
ど
も
を
グ
ン
グ
ン
伸
ば
そ
う

11
月
９
日
㈮
は
成
人
教
育
講
演
会

　
「
家
庭
で
の
基
本
的
な
生
活
」
と
「
学

校
で
の
学
習
」。
こ
の
二
つ
が
そ
れ
ぞ

れ
か
み
合
っ
て
こ
そ
、
子
ど
も
は
グ
ン

グ
ン
成
長
し
ま
す
。
そ
の
コ
ツ
を
お

互
い
に
勉
強
し
合
う
た
め
、
大
任
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
下
記
の
と
お
り
、

成
人
教
育
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
会
の
最
初
の
30
分
間

を
使
っ
て
、
筑
豊
地
区
学
力
向
上
拠

点
形
成
事
業
推
進
会
議
が
家
庭
学
習

の
習
慣
化
に
向
け
た
取
り
組
み
（
２

０
０
７
年
６
月
号
に
特
集
記
事
）
に

つ
い
て
、
課
題
や
成
果
な
ど
の
事
業

報
告
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ご
近
所
や
友
人
を
お
誘

い
の
上
、
是
非
会
場
ま
で
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

11
月
９
日
㈮

　

19
時
～
21
時
（
受
付
18
時
30
分
～
）

■
と
こ
ろ　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

■
演
題

　

～
家
庭
で
、
学
校
で
の

「
子
ど
も
伸
ば
し
の
コ
ツ
」
を
～

■
講
師

　

大
畑 
誠
也
さ
ん
（
熊
本
県
立
盲
学

校
長
）

■
対
象
者　

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
、
ど

な
た
で
も
可

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

☎
63
ー
２
０
０
７

　

大
任
小
学
校　

教
頭 

杉
原

　平成 12 年、熊本県立菊池高等学校長時代に「菊
池発！ 未来教育サミット」を開催。教育実践を生
徒と一緒になって発表し、大きな感動を与える。
　平成 16 年、熊本県立八代高等学校長時代に「学
校に喝！ 入試に勝つ！ 己に勝つ！」を発刊。人間
教育と受験の関係を見事に示し、注目される。熊
本第一高等学校長を経て、現在、熊本県立盲学校長。
　「あいさつ校長」として全国的にも有名。あいさ
つすることで社会の一員としての自覚が芽生え、
ひいては勉学にも身が入るようになると主張する。

大畑 誠也 先生

講師紹介
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▼ 

日
本
国
籍
で
海
外
に
住
ん
で
い
る

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

▼ 

老
齢（
退
職
）年
金
を
受
け
ら
れ
る

60
歳
未
満
の
人

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

未納

未納

25 年納付

20 年納付 ５年
納付

の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時〜 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 1� 13

1� 15 16 17 18 1� �0

�1 �� �3 �� �5 �6 �7

�8 �� 30 31

10 月の休室日

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
課
年
金
係

内
線
１
２
３

問い
合わせ

児童書一般書
ダ
レ
ン
・
ジ
ャ
ン

シ
ヤ
ン
・
ダ
レ
ン 

著

右
脳
・
左
脳
テ
ス
ト

根
本 

浩 

著

す
ぐ
書
け
る
読
書
感
想
文

学
習
研
究
社 

編

その他
ど
ん
ど
ん
話
す
た
め
の

瞬
間
英
作
文
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

森
沢 

洋
介 

著

35
歳
・
40
歳
に
な
っ
た
ら
確
認
を

■
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

　

35
歳
は
年
金
加
入
の
節
目
と
も
い

え
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

に
は
最
低
で
も
25
年
の
受
給
資
格
期

間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
35
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
が
ち
ょ
う
ど
25
年
。

こ
れ
か
ら
の
す
べ
て
の
期
間
き
ち
ん

と
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
き
ち
ん
と
加
入
し
て
い
た
人
は
、

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
（
下
図
参
照
）
を
す
れ
ば
、
25
年

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人

　

次
の
人
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年

金
の
任
意
加
入
者
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼ 

日
本
国
内
に
住
む
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人

※ 

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

で
受
給
資
格
が
不
足
し
て
い
る
人
は

70
歳
に
な
る
ま
で
加
入
で
き
る
特
例

が
あ
り
ま
す

く
ま
の
が
っ
こ
う

あ
だ
ち 

な
み 

原
作

雨
月
物
語藤

本 

義
一 
著

★ 一般書 ★
◎亥年生まれは、大吉運の人
　　　　　ウリ坊の愛しさは幸福の約束だった
　　　　　　　　　　　　　　　高橋 春成  著
◎図解 今の日本がひと目でわかる！
　　  どうしても知っておきたい！ 社会の常識
　　　　　　　　　　　　　　　久垣 啓一  著
◎十津川警部 愛憎の街 東京　 西村 京太郎  著
◎ちんぷんかん　　　　　　　　　畠中 恵  著
◎とりつくしま　　　　　　　　　東 直子  著

★  絵 本  ★
◎みみずのオッサン　　　　　　　長 新太  著
◎なめれおん　　　　　　あきやま ただし  著
◎おたねさん　　　　　　　　　竹内 通雅  著
◎ポケットからなにがでる？　　　和田 誠  著

★ DVD ★
◎トムとジェリー テイルズ１
 　　　　　　　　ニール・スタニッキー  監督
※ このほかにもたくさん入庫しています

20歳 35歳 40歳 65歳60歳

任意加入

受
給

DVD

し
ゃ
べ
れ
ど
も

し
ゃ
べ
れ
ど
も

佐
藤 

多
佳
子 

著

金
田
一
少
年
の
事
件
簿
９

電
脳
山
荘
殺
人
事
件

天
樹 
征
丸 

原
作

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー

ラ
イ
コ
ウ 

雷
の
伝
説

田
尻 

智 

原
作
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●
作
品
名　
「
岩
植
盆
栽
」

　
（
大
任
町
文
化
連
盟 

盆
栽
教
室
か
ら
選
出
）

●
作
者　

有
吉 

弘
之
さ
ん
（
道
善
）

●
コ
メ
ン
ト
「
と
に
か
く
自
然
が
大
好
き
で

す
。
型
に
は
ま
ら
ず
、
自
分
な
り
に
好
き
な

よ
う
に
作
っ
て
い
ま
す
」

　

今
月
号
は
、
町
内
に
あ
る
御
船
岩

と
う
め
き
石
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
御
船
岩
（
下
今
任
）

　

御
船
岩
は
、
下
今
任
地
区
の
県
道

八
女
香
春
線
と
町
道
大
任
中
央
線
の

交
差
点
か
ら
西
へ
１
０
０
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
入
っ
た
所
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
Ｄ
＆
Ｄ
大
任
店
に
周
囲
を

ぐ
る
り
と
囲
ま
れ
て
お
り
、
ひ
っ
そ

り
と
あ
り
ま
す
が
、
建
物
が
建
つ
前

は
田
ん
ぼ
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
浮
か
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
御
船

岩
の
名
前
の
由
来
は
、
横
か
ら
見
た

形
が
船
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か

ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

　

神
武
天
皇
東
征
の
際
、
饒
速
日
命

（
に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
）
が
乗
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
天
の
磐い

わ

舟ふ
ね

が
石
に
化

し
た
も
の
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
東
西
約
15
メ
ー
ト
ル
、
南
北
40

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
３
メ
ー
ト
ル
の

大
き
さ
で
、
花か

崗こ
う

岩が
ん

が
隆
起
し
て
で

き
る
も
の
で
す
。
石
全
体
が
ご
神
体

で
頂
上
に
祠ほ

こ
ら

が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

下
今
任
地
区
の
神
社
で
あ
る
野
原
八

幡
神
社
の
末
社
で
す
。

◆
う
め
き
石
（
安
永
）

　

う
め
き
石
は
川
崎
町
へ
向
か
う
県

道
大
行
事
川
崎
線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

　

昔
は
今
の
県
道
は
無
く
、
安
永
地

区
の
中
を
通
っ
て
川
崎
の
方
へ
行
き

来
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
付
近
は
家

も
少
な
く
寂
し
い
場
所
で
、
日
暮
れ

に
食
べ
物
を
持
っ
て
通
る
と
狐き

つ
ね

に
だ

ま
し
取
ら
れ
た
と
い
う
話
が
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

う
め
き
石
は
縦
約
１
メ
ー
ト
ル
、

横
約
３
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
約
0.5
メ
ー

ト
ル
の
大
き
さ
で
す
。
う
め
き
石
と

い
う
名
前
は
、
夜
な
夜
な
こ
の
石
の

近
く
を
通
る
と
、
石
か
ら
う
め
き
声

の
よ
う
な
も
の
が
聞
こ
え
た
と
い
う

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
う
め
き
声
を
恐
れ
て
近
づ
こ

う
と
せ
ず
、
一
般
の
通
行
人
も
明
る

い
時
間
に
通
り
夕
方
か
ら
は
人
通
り

が
途
絶
え
た
た
め
、
不
気
味
な
石
と

し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ず
っ
と
う
め
き
声
が
続
く
の
で
付

近
の
人
が
集
ま
っ
て
供
養
し
た
ら
、

う
め
き
声
が
し
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
人
通
り
が
少
な
く
寂
し

い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
伝

説
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41

－

２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

御み

船ふ
ね

岩い
わ

（
下
今
任
）・
う
め
き
石
（
安
永
）第23 話

▲ うめき石。安永にあります

▲ 昔の御船岩。田んぼの中にぽつんとあります

▲ 現在の御船岩。中央上部に祠が見えます

No.23

●
種　

属　

ハ
シ
ラ
サ
ボ
テ
ン
亜
科
ア
ス
ト
ロ
フ
ィ
ツ
ム
属

●
原
産
地　

メ
キ
シ
コ
・
イ
ダ
ル
ゴ
州
～
ケ
レ
タ
ロ
州

●
開
花
時
期　

春
～
夏

●
特　

徴　

 

初
め
は
球
状
に
育
ち
、
後
に
柱
状
と
な
る
。

高
さ
１
Ｍ
。
本
属
は
肌
に
白
点
が
つ
く
の

が
特
徴
だ
が
、
個
体
差
も
あ
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ボ
テ
ン
ハ
ウ
ス　

☎
63

－

４
８
３
２ 般

は ん

若
に ゃ



13 広報おおとう　2007.10 月号

ＡＢ Ｃ Ｄ ＥＦ Ｇ

草
く さ

刈
か り

 廣
ひ ろ

子
こ

さん（森山）

☆生年月日　昭和 13 年 1 2 月 ６ 日（68歳）
☆趣　味　絵を描くこと　花作り

▲ 昨年の大任町文化祭に出展した作品。制作期間２カ月の大作です

クローズ・アップ

vol .20− A n  a r t  p a i n t e r −

坂
さ か

口
ぐ ち

 温
は る

音
と

ちゃん １歳
平成 18 年 10 月 12 日生まれ

上今任地区・男の子

① 欧米では 10 月にハロウィーンという祭日があります
が、それを英語で書いてください（ヒント：アルファ
ベット９文字です）。

②ハロウィーンは 10 月の何日でしょうか？
③ ハロウィーンのとき、外に飾られるカボチャがありま

す。名前を何と言うでしょう？ 英語で書いてくださ
い（ヒント：アルファベット 12 文字です）

　紙に①～③までの答えと名前を書いて、小中学校に用意
された回答箱に入れてください。期限は10月19日㈮まで。
■問い合わせ　教育課 学校教育係　内線 218

ダニエルの
クイズ

Vol. 1

ダニエル・トルソン ●町内の小中学校で英
語を教えるALT。ウイグル出身。田川市在住。

今月の話題：ハロウィーン

　ダニエルが毎月クイズを出題します。正解者の中から抽
選で１人に粗品を差し上げます。対象者は中学生以下です。

☆  ☆

　11 月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を
募集します。写真またはデジカメのデータを持ってき
てください。締め切りは 10 月 16 日 ㈫ です。
問 企画財政課 広報係（庁舎２階）　内線 216

小
こ

峠
とうげ

 由
ゆ

菜
な

ちゃん １歳
平成 18 年 10 月 23 日生まれ

柿原地区・女の子

毛
も う

利
り

 愛
ま な

華
か

ちゃん ３歳
平成 16 年 10 月 11 日生まれ

小林地区・女の子

次
つ ぎ

谷
た に

 陽
ひ

向
な た

ちゃん １歳
平成 18 年 10 月３日生まれ

島台地区・女の子
　「好きやき描く。それ以外ないねぇ。絵を描きよったらご
飯を食べるのも忘れてしまうぐらい」。そう言って笑ったの
は草刈廣子さん。趣味で数多くの絵を描いています。
　幼いころから絵を描くことが好きで、30 歳ぐらいから独
学で油絵を始めました。草刈さんの絵の特徴はその独特の画
法。紙に描かずにベニア板に直接絵を描きます。「ベニアは
色を吸い込むので何度も上から色を付けます。その作業が時
間がかかって大変。でもベニア板に直接描くことで、うっす
らと木目が浮き出て味のある作品に仕上がるんですよ」。独
特の画法で自分だけの絵を描き上げています。
　草刈さんが描く題材は主に風景。その中でも特に滝の絵を
得意としています。出来上がった絵は、家に飾ったり友人に
あげたりしているそうです。
　また、今までに数々の賞にも入選しています。田川市立美
術館の美術展では６度も入選しました。町から表彰されたこ
ともあります。大任町が昭和 55 年に町政 20 周年を記念し
て町章を一般公募したときです。草刈さんも町章をデザイン
して応募。惜しくも最優秀賞は逃しましたが、見事に優秀賞
に入選し表彰されました。
　11 月には大任町文化祭が開催されます。毎年絵を出展し
ている草刈さんは「今年も頑張って描くよ。まだ何を描くか
は決めてないけど……。当日の楽しみやね」と文化祭に向け
て意気込みを語ってくれました。
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● 発生件数  22 件（100 件）
● 死亡者数   0 人（  1 人）
● 負傷者数  11 人（ 53 人）

（　）内は平成 19 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２−０１１０
大任交番　　☎６３−２１１０

交通事故発生状況（８月中）

交 通防 犯

添田警察署からのお知らせ

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　秋の行楽シーズンを迎えます。お出
かけの際は、戸締まりの確認をきちん
としましょう。また、飲酒運転は絶対
にやめましょう。

町内犯罪発生状況（８月中）
種  類 件 数

空き巣・忍び込みなど 　０件
オートバイ・自転車盗 　１件
自動車盗 　１件
部品盗 　０件
車上荒らし 　１件

自動販売機荒らし 　２件
ひったくり 　０件 ふっけい君

 10 月行事予定表    神無月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 １ 浄化槽の日
世界ハビタット・デー ２ ３ 犯罪被害者支援の日 ４ 都市景観の日５ ６ 国際協力の日

【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

人権啓発パネル展
【役場８時 30 分

〜 17 時】
（26 日まで実施）

三種混合予防接種
（３〜 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10 時〜 12 時】

暴力絶滅住民
総決起大会

【レインボーホール
13 時 30 分〜】

７ 古紙リサイクル週間 ８ 体育の日９ 寒露 10 　　目の愛護デー
　　国際防災の日 11 12 13

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

わが町の鉄道展
【ふるさと館おおとう

９時〜 17 時】

（12 月２日まで開催
Ｐ９に詳細情報あり）

14 鉄道の日 15 16 17 薬と健康の週間 18 統計の日 19 食育の日 20
第43回田川郡身体
障害者体育大会

【赤村コミュニティ広場
10 時開会】

母子相談
（２カ月児・個人通知）
【集会室 13 時〜】

ポリオ予防接種
（３〜 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室 13 時 30 分

〜 14 時 30 分】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

遠賀川流域の
古墳同時公開

【レインボーホール
  ・建徳寺古墳

９時 30 分〜 16 時】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時〜】

21 土用 22 23 24 霜降 25 26 原子力の日 27
遠賀川流域の

古墳同時公開
【レインボーホール

  ・建徳寺古墳
９時 30 分〜 16 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

28 29 30 31 １ 　　　灯台記念日
　　　計量記念日 ２ ３ 文化の日

しじみ祭り
【 水辺公園　六本松　

彦山川河川敷
９時〜 17 時 30 分】

（Ｐ10に詳細情報あり）

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

町県民税
固定資産税
第３期納期限

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

大任町総合文化祭
【レインボーホール

９時 30 分〜 17 時】
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡 10 月のイベント

◆
今
月
の
表
紙

　

大
任
町
の
特
産
品
、
ク
リ
。
９
月

19
日
午
後
４
時
ご
ろ
玉
川
で
撮
影
。

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
は
ち
切
れ
ん
ば

か
り
の
大
き
な
ク
リ
が
、
今
に
も
落

ち
そ
う
に
実
っ
て
い
ま
し
た
。

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

�,608 世帯（＋ �）

計 6,000 人 ( ＋  � 人 ) 計 1,5�8 人 ( ＋ 1 人 )

女 1,0�6 人 ( ± 0 人 )

男   57� 人 ( ＋ 1 人 )

女 3,187 人 ( ＋  3 人 )

男 �,813 人 ( −  1 人 )

（平成 19年８月末現在）

まちの介護福祉講座

高齢者の不眠について　前編
　高齢者に限らず、悩みや心配事があればよく眠れないのは誰にでもある
ことだと思います。しかし歳を重ねるごとに、だんだんとその不眠の種類
が変化していくことがよくあります。
　若い世代や前期の高齢者では、不眠の原因を本人も自覚していることが
多くあります。それは例えば金銭面の問題や人間関係であったり、自分や
家族の病気のことであったり、また、将来への不安など具体的なことで「な
かなか寝つけない」というものです。
　それが後期の高齢者になると、具体的な言葉で表現できるような悩みで
はなく、漠然とした不安感や、慢性の病気による障害、または睡眠のリズ
ムそのものが狂って起こる不眠へと変化していきます。
　「いったん眠ってもすぐに目が覚める」「夜中に何度も目が覚める」「か
なり早朝に目が覚めてしまう」などの訴えに変化していきます。
　家族は「睡眠時間は短いかも知れないが、ぐっすりと眠っているし、昼
寝もよくしていますよ」と言い、実際に健康状態に変化はないことが多い
のですが、やはり睡眠に対する満足感が得られないのは本人にとっては辛
いことです。
　そこで不眠を解消するために病院では睡眠剤などが処方されることとな
ります。しかし、最近では薬がだいぶん改良されたとはいえ多少の副作用
はありますし、長期間の服用により量が増えていき、その割には睡眠の質
にあまり改善が見られないといった悪循環に陥る危険性もあります。何よ
り怖いのが、睡眠剤の服用後にトイレなどへ行った際の、ふらつきなどに
よる転倒事故です。
　やはり薬に頼る前に、ほかに不眠を改善する方法がないかを検討するべ
きでしょう。それに関しては次回お話したいと思います。
　そのほかに高齢者の不眠で注意しなければいけないこととして、他の病
気が原因になっていることも考えられます。また、うつ病やそれによる認
知症とよく似た症状を引き起こす恐れもあります。そのような場合には服
薬がとても有効となるので、原因がはっきりとしない不眠が現れた際には、
やはり主治医などへ相談すると良いでしょう。

　町では、農作物を荒らすシカやイノシシ、
カラスに対し、次のとおり有害鳥獣捕獲を
実施します。捕獲期間中に山で仕事をする
人は、注意してください。
■期間　９月１日（土）～ 10 月 31 日（水）
■ところ　町内全域
■問い合わせ　事業課 産業係　

有害鳥獣捕獲を実施中

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp）

● TAGAWA コールマインフェスティバル
　【田川市民球場横芝広場】
　11 月３日（祝）11 時～ 17 時 20 分
　11 月４日（日）10 時 30 分～ 19 時

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp）

●第 20 回ふる里まつり
　【そえだサン・スポーツランド】
　10 月 20 日（土）10 時～ 16 時
　10 月 21 日（日）10 時～ 17 時
●第 17 回岩石城まつり
　【役場出発～そえだサン・スポーツランド】
　10 月 21 日（日）　14 時～ 16 時

◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com）

● 第 28 回川崎町総合文化祭・川崎町福祉まつり・
まつりふっとうてん【川崎町役場周辺】

　11 月３日（祝）・４日（日）

◆香春町（http://www.town.kawara.fukuoka.jp）

● ふる里かわら秋まつり【香春町役場駐車場】
　11 月４日（日）・５日（月）９時～15時

◆福智町（http://www.town.fukuchi.lg.jp）

●金田稲荷神社神幸祭【稲荷神社・金田地区全域】
　10 月 20 日（土）・21 日（日）
● 福智町金田・神崎秋祭りイベント（山笠競演会）
【ふれあいイベントパーク】

　 10 月 20 日（土）19 時 30 分～ 21 時 30 分
　　　  21 日（日）18 時～ 21 時 30 分
●上野焼秋の窯開き【上野焼陶芸館・参加窯元】
　10 月 26 日（金）～ 28 日（日）

★
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

▼
今
月
号
か
ら
紙
面
の
一

部
が
カ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ラ
ー

負
け
し
な
い
よ
う
に
、
写
真
も
紙
面

作
り
も
今
以
上
に
腕
を
磨
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
▼
実
は
僕
は
手
品
が
得

意
。
先
日
、
保
育
園
児
を
相
手
に
風

船
を
飲
み
込
む
手
品
を
披
露
し
た
と

こ
ろ
、
怖
が
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
子
ど
も
は
素
直
に
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
し
て
く
れ
る
の
で
、
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。
今
度
は
笑
え
る
面
白
い

手
品
を
練
習
し
と
き
ま
す
。（
毅
）
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まちの話題

NATUMATURI 2007 in いまとう

　地域の活性化と子どもたちの健全育成を目
的として「NATUMATURI in いまとう」が、
８月 25 日に今任小学校で開催されました。
　会場に訪れた人たちは、会場に並んだ出店
の食事に舌鼓を打ったり、ゲームで遊んだり
して地域の祭りを楽しみました。
　この日のために用意された特設ステージで
は、保育園や小中学校、地域の人たちが、歌
や踊り、演奏などを次々と披露。集まった観
客から拍手が送られていました。
　最後は会場に集まった人たちを交えての盆
踊り。手作りで行われた今任地区の初めての
夏祭りは、大盛況のうちに幕を下ろしました。

夏の終わりに最高の祭り

今任小学童クラブによるソーラン節

蛇面太鼓の勇壮な演奏

息の合った演奏をみせた今任太鼓

創作炭坑節や踊りを披露した輪月 大任中学校の生徒がバンド演奏 商工会女性部のヨーヨー釣りは大人気

誠慈保育園の園児も踊りを披露

夏祭りの会場となった今任小学校にはたくさんの出店が並
び、地域の人や学校関係者など多くの人でにぎわいました

大任中学校ブラスバンド部の演奏出店も大盛況でした


